
＜地球温暖化対策＞　ＣＯ２換算温室効果ガス算定表　　　(令和6年度）

 【施設名：水道事業所  除く　】

小　　　計 ガス種別計

12,369.1 Ｌ × 2.32 × ＝ 28,696.196

34,139.0 Ｌ × 2.49 × ＝ 85,006.160

2,461.6 Ｌ × 2.58 × ＝ 6,350.902

Ｌ × × ＝ 0.000

Ｌ × × ＝ 0.000

Ｌ × × ＝ 0.000

12,296.6 ｋｇ × 2.99 × ＝ 36,766.834

ｋｇ × × ＝ 0.000

180,704.0 ｍ３ × 2.23 × ＝ 402,969.920

◎ 2,975,476.0 ｋＷｈ × 0.441 × ＝ 1,312,184.916

○ ｔ × × ＝ 0.000

廃油の焼却量 ｔ × × ＝ 0.000

廃ﾌﾟﾗ類の焼却量 ｔ × × ＝ 0.000

木材使用量 ｋｇ × × ＝ 0.000

木炭使用量 ｋｇ × × ＝ 0.000

灯油 Ｌ × × ＝ 0.000

軽油 Ｌ × × ＝ 0.000

Ａ重油 Ｌ × × ＝ 0.000

Ｂ重油 Ｌ × × ＝ 0.000

Ｃ重油 Ｌ × × ＝ 0.000

液化石油ガス（ＬＰＧ） ｋｇ × × ＝ 0.000

液化天然ガス（ＬＮＧ） ｋｇ × × ＝ 0.000

都市ガス ｍ３ × × ＝ 0.000

44,754.0 ｋｍ × 0.00001 × ＝ 12.486

軽自動車 23,294.0 ｋｍ × 0.00001 × ＝ 6.499

普通貨物車 1,435.0 ｋｍ × 0.000035 × ＝ 1.401

小型貨物車 28,409.0 ｋｍ × 0.000015 × ＝ 11.889

軽貨物車 42,639.0 ｋｍ × 0.000011 × ＝ 13.086

特殊用途車 3,283.0 ｋｍ × 0.000035 × ＝ 3.206

普通・小型自動車 2,778.0 ｋｍ × 0.000017 × ＝ 1.318

普通貨物車 0.0 ｋｍ × 0.000015 × ＝ 0.000

小型貨物車 1,762.0 ｋｍ × 0.0000076 × ＝ 0.374

特殊用途車 11,008.0 ｋｍ × 0.000013 × ＝ 3.993

○ ｍ３ × × ＝ 0.000

焼却量（准連続燃焼式） ｔ × × ＝ 0.000

焼却量（バッチ燃焼式） ｔ × × ＝ 0.000

木材 ｋｇ × × ＝ 0.000

木炭 ｋｇ × × ＝ 0.000

Ｂ重油 ｋｇ × × ＝ 0.000

Ｃ重油 ｋｇ × × ＝ 0.000

灯油 Ｌ × × ＝ 0.000

軽油 Ｌ × × ＝ 0.000

Ａ重油 Ｌ × × ＝ 0.000

Ｂ重油 Ｌ × × ＝ 0.000

Ｃ重油 Ｌ × × ＝ 0.000

液化石油ガス（ＬＰＧ） ｋｇ × × ＝ 0.000

液化天然ガス（ＬＮＧ） ｋｇ × × ＝ 0.000

都市ガス ｍ３ × × ＝ 0.000

灯油 Ｌ × × ＝ 0.000

軽油 Ｌ × × ＝ 0.000

Ａ重油 Ｌ × × ＝ 0.000

Ｂ重油 Ｌ × × ＝ 0.000

Ｃ重油 Ｌ × × ＝ 0.000

液化石油ガス（ＬＰＧ） ｋｇ × × ＝ 0.000

液化天然ガス（ＬＮＧ） ｋｇ × × ＝ 0.000

都市ガス ｍ３ × × ＝ 0.000

普通・小型・軽乗用車 68,048.0 ｋｍ × 0.000010 × ＝ 185.771

普通貨物車 1,435.0 ｋｍ × 0.000035 × ＝ 13.711

小型貨物車 28,409.0 ｋｍ × 0.000015 × ＝ 116.335

軽貨物車 42,639.0 ｋｍ × 0.000011 × ＝ 128.045

特種用途車 3,283.0 ｋｍ × 0.000035 × ＝ 31.369

普通・小型乗用車 2,778.0 ｋｍ × 0.000017 × ＝ 12.893

小型貨物車 1,762.0 ｋｍ × 0.0000076 × ＝ 3.656

特種用途車 11,008.0 ｋｍ × 0.000013 × ＝ 39.067

焼却量（連続燃焼式） ｔ × × ＝ 0.000

焼却量（准連続燃焼式） ｔ × × ＝ 0.000

焼却量（バッチ燃焼式） ｔ × × ＝ 0.000

ニ．封入量（漏洩事故による排出量） ○ ｋｇ × × ＝ 0.000

ホ．廃棄時(廃棄量） ○ ｋｇ × × ＝ 0.000

ト．使用時（１年間換算の使用台数） ○ 台 × × ＝ 0.000

チ．廃棄時（廃棄量） ○ ｋｇ × × ＝ 0.000

　 　
総　　　計 1,872,560.027
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【令和6年度　CO2換算温室効果ガス排出量の評価と今後の方針】
都市ガス及び液化石油ガスの使用量増加により、温室効果ガス排出量は全体として増加する結果となった。
一方で、自動車の走行距離の一部減少や灯油使用量の減少、公共施設や学校等への給水スポットの設置など、一部の分野では使用量削減の取組が進んでおり、個別には排出抑制の成果も見ら
れる。
施設の稼働状況の変化やエネルギー使用形態の変化に伴い、エネルギー使用量が増加する傾向が見られたが、今後はこれらの運用面の改善に加え、電気使用量の削減及び都市ガスの効率的な
利用を中心に、さらなる排出量削減に取り組む必要がある。
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